
１

　
　
担
当
者
活
動
部

　
　
　   

中
島 
啓
和

立教180年 学生担当委員会 活動方針 『誠の心で人材の育成につとめよう』

声
掛
け
、
運
営
、
世
話
取
り
ま
で
「
誠
の
心｣

で

今
年
度
も｢

高

校
生
の
集
い 

ま
な
び
ば｣

が

開
催
さ
れ
、
教

区
や
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
三
百
五
十
六
名

の
高
校
生
が
参
加
し
た
。
同
じ
地
域
に
住

む
仲
間
と
の
出
会
い
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
御
教
え
に
ふ
れ
、
成
人
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　
あ
る
教
区
で
の
出
来
事
だ
が
、
あ
る
教

会
長
さ
ん
か
ら｢

ま
な
び
ば
に
参
加
さ
せ

た
い
子
が
い
る
の
で
す
が
、
全
期
間
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
参

加
出
来
ま
す
か
？｣

と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
支
障
を
き
た
す

の
で
は
な
い
か
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
人
で
も
多
く
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
教
区
側
の
思
い
か

ら
、｢

是
非
、
参
加
し
て
下
さ
い｣

と
返
事

を
さ
れ
た
。
後
日
、
そ
の
教
会
か
ら
二
名

の
参
加
申
し
込
み
が
あ
り
、
一
人
は
教
会

長
さ
ん
の
娘
さ
ん
。
も
う
一
人
は
遅
れ
て

参
加
す
る
未
信
者
の
友
達
で
あ
っ
た
。

 

開
催
一
日
目
、
開
始
時
間
に
間
に
合
う

よ
う
に
娘
を
車
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た
教
会

長
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。｢

も
う
一
人
の

子
は
、
夜
の
十
時
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

翌
日
は
朝
か
ら
部
活
が
あ
る
の
で
朝
の
七

時
に
は
帰
る
と
思
い
ま
す
。
夜
に
ま
た
連

れ
て
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す｣

と
言
っ
て
一
旦
帰
ら
れ
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
夜
の
十
時
頃
、｢

お
や

す
み
行
事｣

を
し
て
い
る
最
中
に
学
校
の

制
服
姿
で
そ
の
子
は
や
っ
て
き
た
。
初
め

て
訪
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
緊
張
し
て
い

る
よ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
友
達
の
姿
を
見

つ
け
る
と
一
気
に
表
情
が
和
ら
い
だ
。
翌

朝
、
彼
女
は
、｢

来
て
良
か
っ
た
で
す｣

と

言
っ
て
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
新

た
に
出
来
た
友
達
に
見
送
ら
れ
、
惜
し
む

よ
う
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

 

「
ま
な
び
ば
」
に
限
ら
ず
学
生
に
行
事

の
案
内
を
す
る
と｢

部
活
が
あ
る
の
で｣

、

｢

バ
イ
ト
が
入
っ
て
い
て｣

と
の
理
由
か
ら

断
ら
れ
る
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と

で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
そ
の
言
葉
を

聞
く
と
そ
の
時
点
で
こ
ち
ら
側
が
諦
め

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
る
よ

う
に
思
う
。
道
に
繋
が
る
仲
間
と
出
会

っ
て
も
ら
い
た
い
。
御
教
え
に
ふ
れ
る

機
会
を
少
し
で
も
多
く
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
え
ば
、
た
と
え
短
い
時
間
で

あ
っ
て
も
、
ま
た
、
参
加
出
来
る
時
間

帯
を
探
し
て
ま
で
も
参
加
し
て
も
ら
う

よ
う
に
促
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
た
。

 

間
も
な
く
年
度
が
変
わ
り
平
成
二
十

九
年
度
を
迎
え
る
。
来
年
度
も
各
教
区

の
先
生
方
の
ご
尽
力
の
も
と｢

ま
な
び

ば｣

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
開
催
さ
れ

る
。
一
人
で
も
多
く
の
高
校
生
に
参
加

し
て
も
ら
い
、｢

来
て
良
か
っ
た｣

と
思

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
声
掛
け
か
ら

運
営
や
世
話
取
り
ま
で｢

誠
の
心｣

で
つ

と
め
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

・
期
日
　
立
教
180
年
4
月
25
日

・
時
間
　
15
時
30
分
受
付
、
16
時
開
始

・
場
所
　
教
庁
4
階
講
堂

【
直
属
】

・
名
東
　
　
4
月
16
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
西
　
　
　
4
月
16
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
小
牧
　
　
4
月
23
日
12
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
豊
繁
　
　
4
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
分
教
会

・
櫻
井
　
　
4
月
24
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
中
背
　
　
4
月
24
日
11
時
～
　
　
　
　
大
教
会

　
去
る
2
月
25
日
、
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て

「
二
月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
44
教
区
、
140
直
属
。

【
教
区
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
大
分
　
　
2
月
2
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
50
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
邊
委
員
出
向

・
香
川
　
　
2
月
11
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
34
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
委
員
出
向

・
和
歌
山
　
2
月
27
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
23
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
委
員
出
向

・
兵
庫
　
　
2
月
28
日
　
教
務
支
庁
　
　
　
60
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
委
員
出
向

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
松
阪
　
　
2
月
20
日
　
大
教
会
　
　
　
　
110
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
委
員
出
向

・
大
鳥
　
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
80
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
谷
委
員
出
向

・
甲
府
　
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
80
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
双
名
島
　
2
月
22
日
　
大
教
会
　
　
　
　
80
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
岡
副
委
長
員
出
向

・
越
乃
國
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
100
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
委
員
出
向

・
生
野
　
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
150
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
委
員
出
向

・
岡
　
　
　
2
月
23
日
　
大
教
会
　
　
　
　
250
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
江
副
委
長
員
出
向

・
鐸
姫
　
　
2
月
23
日
　
分
教
会
　
　
　
　
45
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
委
員
出
向

・
中
和
　
　
2
月
24
日
　
大
教
会
　
　
　
　
200
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
委
員
出
向

《
立
教
180
年
2
月
25
日
》

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
宮
里
康
和
（
沖
縄
教
区
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
多
田
満
男
（
山
陽
・
朝
海
）

《
立
教
180
年
2
月
16
日
～
立
教
180
年
3
月
15
日
》

2
月
16
日
　
ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

　
　
18
日
　
事
務
局
連
絡
会

　
　
21
日
　
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
22
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品

　
　
23
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
梱
包

　
　
24
日
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会

　
　
　
　
　
学
修
部
部
会

　
　
25
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
例
会

　
　
　
　
　
ま
な
び
ば
部
員
・
本
部
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
前
研
修
会

　
　
　
　
　
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
勉
強
会

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会
　

　
　
26
日
　
ま
な
び
ば
部
員
・
本
部
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
（
～
27
日
）

3
月
1
日
　
学
修
大
学
の
部
ス
タ
ッ
フ
直
前
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
～
2
日
）

　
　
3
日
　
学
修
大
学
の
部
（
～
9
日
）

　
　
9
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ス
タ
ッ
フ
直
前
研
修
会

　
　
10
日
　
学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
（
～
12
日
）
　

　
　
13
日
　
委
員
会

　
　
　
　
　
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
14
日
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

学生担当者報
立教１８０年３月２５日

１６

お
知
ら
せ

四
月
例
会

業
務
記
録

人
事

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

報
　
告

二
月
例
会

各
地
の
動
き

曷草曷草



学生担当者報
立教１８０年３月２５日

２

学生担当者報
立教１８０年３月２５日

３

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部

　
今
回
初
め
て
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
で
の

ご
用
を
頂
戴
し
、
ま
こ
と
塾
に
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
前
研
修
会
で
は
、
庶
務
・
進
行
・
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
役
職
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
い

か
に
学
生
に
心
を
繋
ぐ
か
を
塾
全
体
で
練
り
合
い
、

ま
さ
に
「
オ
ー
ル
ま
こ
と
塾
」
と
呼
べ
る
体
制
で

本
期
間
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と

な
り
心
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
一
ヶ
月
後
の
本
期
間
、
初
め
は
不
安
が
勝
っ
て

い
ま
し
た
が
、
受
講
生
と
共
に
過
ご
す
中
で
、
班

の
仲
間
同
士
が
、
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、
学
修

を
通
し
学
ん
だ
こ
と
を
分
か
ち
合
い
、
素
直
に
実

践
に
移
す
姿
に
対
し
、
「
教
祖
が
喜
ん
で
く
だ
さ

っ
た
」
と
い
う
確
信
と
喜
び
を
持
っ
て
一
週
間
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
真
剣
に
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
、
大
き
な
声
で
路
傍
講
演
を

し
て
、
互
い
を
勇
ま
せ
合
い
、
信
仰
の
喜
び
を
掴

ん
で
く
れ
た
大
阪
難
波
で
の
光
景
は
、
今
で
も
目

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
塾
長
先
生
が
求
め
ら
れ

た
「
十
年
後
『
あ
の
時
の
学
修
が
あ
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
』
と
思
え
る
学
修
」
に
少
し
で
も

近
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
頼
り
な
い
私
に
手
を
貸
し
て
く
れ
た
相
方
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
を
包
む
よ
う
な
温
か
い
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
下
さ
っ
た
進
行
・
庶
務
の
方
々
、
毎
日

深
夜
ま
で
親
身
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
お
二
人
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
絶
え
ず
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
塾
長
先
生
・

副
塾
長
先
生
、
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
一

杯
で
す
。

　
こ
の
ご
用
を
通
し
て
、
実
践
す
る
こ
と
で
湧
き

上
が
る
信
仰
の
喜
び
を
改
め
て
感
じ
、
ま
た
「
に

を
い
が
け
・
お
た
す
け
の
心
を
も
っ
て
学
生
に
接

す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
少
し
理
解
で
き

た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
本
当
に
多
く
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
得
難
い
経
験

を
活
か
せ
る
よ
う
、
ま
ず
し
っ
か
り
と
自
分
の
心

に
治
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
教
百
八
十
年
　

　
　
学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部
　
開
催
報
告

｢

感
じ
よ
う
！ 

表
そ
う
！ 

陽
気
ぐ
ら
し｣

 

東
筋
の
桜
が
咲
き
始
め
た
三
月
三
日
、
本
年
も
学
生
生

徒
修
養
会 

大
学
の
部
が
「
感
じ
よ
う
！ 

表
そ
う
！ 

陽

気
ぐ
ら
し
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年

は
五
百
十
六
名
が
受
講
し
、
二
百
五
十
八
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
世
話
取
り
と
運
営
に
あ
た
り
、
受
講
生
は
共
に
語

り
合
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
教
祖
の
御
心
に
包
ま
れ

て
、
こ
こ
お
ぢ
ば
で
一
週
間
を
過
ご
し
た
。

　
本
年
の
塾
体
制
は
受
講
三
回
目
以
上
ま
た
は
二
回
目

の
四
年
生
が
対
象
の
「
み
の
り
塾
」
、
二
回
目
対
象
の

「
つ
な
ぎ
塾
」
、
初
回
者
対
象
の
「
よ
ふ
き
塾
」
「
ま

こ
と
塾
」
「
い
さ
み
塾
」
と
い
う
五
塾
構
成
を
採
っ
た
。

　
初
日
、
緊
張
と
期
待
の
中
、
お
引
き
寄
せ
い
た
だ
い

た
道
の
学
生
同
士
が
各
塾
で
出
会
い
、
続
い
て
全
て
の

受
講
生
が
集
合
し
開
講
式
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ゲ
ー

ム
ラ
リ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
同
じ
班
の

学
生
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
が
交
流
を
深
め
た
。

　
二
日
目
、
塾
の
特
性
に
合
わ
せ
た
講
義
を
行
っ
た
。

よ
ふ
き
塾
、
ま
こ
と
塾
、
い
さ
み
塾
は
「
お
道
の
す
ば

ら
し
さ
～
お
た
す
け
の
喜
び
～
」
、
つ
な
ぎ
塾
は
「
お

さ
づ
け
」
、
み
の
り
塾
は
「
お
つ
と
め
」
が
講
義
の
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
日
目
と
三
日
目
の
午
後
に

は
修
練
が
あ
り
、
て
を
ど
り
、
鳴
物
、
祭
儀
式
の
中
か

ら
希
望
し
、
そ
の
習
得
に
励
ん
だ
。

　
三
日
目
、
五
つ
の
テ
ー
マ
の
講
義
か
ら
一
つ
を
選
び
、

各
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
陣
の
お
た
す

け
話
に
聞
き
入
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
青
年
会
の
時
間
」

と
「
婦
人
会
の
時
間
」
で
は
男
女
が
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
徳
分
や
役
割
に
つ
い
て
学
び
、
ふ
り
か
え
り
の

時
間
を
持
っ
た
。

　
四
日
目
、
午
前
中
み
の
り
塾
は
別
席
を
運
び
、
月
次

祭
ま
な
び
に
向
け
て
着
付
け
練
習
を
行
っ
た
。
そ
の
他

の
塾
も
別
席
を
運
び
、
廻
廊
ひ
の
き
し
ん
を
行
っ
た
。

午
後
か
ら
は
全
塾
で
翌
日
の
に
を
い
が
け
に
向
け
て
演

習
を
行
い
、
に
を
い
が
け
講
話
を
聞
き
、
仲
間
と
共
に

励
ま
し
合
い
な
が
ら
路
傍
講
演
の
原
稿
作
成
に
取
り
組

ん
だ
。

　
五
日
目
、
に
を
い
が
け
へ
の
不
安
を
抱
き
つ
つ
、
松

村
委
員
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
も
ら
い
、
御
存
命
の
教

祖
の
お
伴
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
誓
い
合
っ
て
、

勇
気
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
地
へ
と
出
発
し
た
。

つ
な
ぎ
塾
と
初
回
者
三
塾
は
奈
良
、
大
阪
に
お
い
て
「
こ

の
御
教
え
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
！
」
と
路
傍

講
演
、
神
名
流
し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
り
を
仲
間
と
共

に
つ
と
め
、
夕
方
お
ぢ
ば
に
帰
っ
た
。
み
の
り
塾
は
お

ぢ
ば
よ
り
車
で
十
五
分
ほ
ど
の
住
宅
街
に
行
き
、
戸
別

訪
問
を
中
心
に
に
を
い
が
け
を
行
い
、
正
午
よ
り
受
講

生
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
お
つ
と
め
衣
を
着
用
し
、
学
修

後
も
教
会
に
つ
な
が
り
、
お
つ
と
め
を
は
じ
め
、
様
々

な
ご
用
を
担
え
る
よ
う
ぼ
く
と
な
れ
る
よ
う
、
月
次
祭

ま
な
び
を
厳
か
に
一
手
一
つ
に
つ
と
め
た
。

　
六
日
目
の
午
前
中
、
本
部
員 

久
保
善
平
先
生
よ
り
講

話
を
い
た
だ
い
た
。
先
生
自
ら
の
経
験
よ
り
悟
ら
れ
た

こ
と
、
お
道
を
信
仰
す
る
素
晴
ら
し
さ
や
有
り
難
さ
に

つ
い
て
お
話
を
く
だ
さ
り
、
元
初
ま
り
の
話
よ
り
、
こ

れ
か
ら
成
人
を
進
め
る
上
で
の
思
案
の
置
き
所
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
。
午
後
か
ら
は
感
話
大
会
が
行
わ
れ
、

各
弁
士
の
信
仰
へ
の
熱
い
思
い
に
耳
を
傾
け
た
。
み
の

り
塾
で
は
学
修
を
終
え
た
後
も
日
頃
か
ら
身
近
な
地
域

で
に
を
い
が
け
に
出
て
も
ら
い
た
い
思
い
か
ら
、
前
日

の
戸
別
訪
問
地
域
に
再
び
足
を
運
び
、
に
を
い
が
け
を

行
っ
た
。

　
最
終
日
、
閉
講
式
に
お
い
て
表
統
領 

中
田
善
亮
先
生

は
「
学
修
は
お
ぢ
ば
の
理
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
、
信
仰
に
オ
ン
、
オ
フ
は
関
係
な
く
、
常
々
親
神

様
に
感
謝
し
、
御
礼
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
信
仰

が
わ
か
っ
て
く
る
こ
と
」
と
お
話
く
だ
さ
り
、
「
普
段

か
ら
教
会
に
つ
な
が
っ
て
、
そ
し
て
本
当
の
親
元
で
あ

る
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
」
を
促
さ
れ
、
一
同
に

修
了
証
を
授
与
く
だ
さ
っ
た
。

　
こ
の
度
の
学
修
で
受
講
生
た
ち
は
陽
気
ぐ
ら
し
を
感

じ
、
そ
し
て
、
陽
気
ぐ
ら
し
を
表
す
一
週
間
を
過
ご
し

た
。
新
た
な
一
里
塚
に
向
け
、
誠
の
心
で
、
学
生
と
共

に
育
ち
、
お
道
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て

い
き
た
い
。

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
、
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、
、
、
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、
、
、

、
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、
、
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、
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立教180年 学生生徒修養会大学の部 受講生データ

修了者数 ５１６名 男子　２９６名（５７％）
女子　２２０名（４３％）

男 女 合計
天理大学 154 66 220
 その他 142 154 296

二回目以上 98 82 180
初参加 198 138 336

●学校別／参加回数別
男 女 合計

ようぼく 249 173 422
 別席運び中 42 42 84

 その他 5 5 10

●本人の立場

※直属別集計はｐ6～7に掲載しております。

●保護者の立場別
男 女 合計

 教会長（後継者） 209 123 332
布教所長（後継者） 10 17 27

ようぼく 65 69 134
信者 3 6 9
未信者 9 5 14

●別席者集計
男 女 合計

 初　席 3 1 4
 中席/満席 36 28 64
 合　計 39 29 68

受
講
生
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

大
学
の
部

　
私
は
大
学
四
年
生
で
、
来
年
度
か
ら
社
会
人
に
な

り
ま
す
。
今
回
の
学
修
で
お
ぢ
ば
に
お
引
き
寄
せ
い

た
だ
き
、
講
義
で
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
毎

日
神
殿
で
お
つ
と
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
が
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
々
の

ほ
こ
り
を
払
う
こ
と
、
そ
し
て
ご
守
護
を
い
た
だ
き

や
す
い
人
に
な
る
た
め
に
、
「
て
を
ど
り
」
を
す
る

こ
と
、
徳
の
あ
る
人
に
な
り
、
ま
た
人
助
け
の
で
き

る
人
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
た
ん
の
う
の
心
で
、
誠

の
人
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
の
り
塾
　
大
学
生
　
男
）

　
に
を
い
が
け
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
し
た
。
教

祖
を
心
と
体
で
感
じ
ら
れ
て
、
改
め
て
心
を
澄
み
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

お
道
は
絶
対
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
つ
と

め
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
、
日
々
の
お
つ
と
め
か
ら

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
の
り
塾
　
大
学
生
　
女
）

　
自
分
の
信
仰
に
自
信
が
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
「
な
ん
で
自
分
は
信
仰
し
て
い
る
ん
や
ろ
う
」

と
考
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の
学

修
を
通
し
て
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
が
し
ま
す
。
「
親
々

が
僕
の
代
ま
で
信
仰
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
、

今
こ
う
や
っ
て
結
構
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る

ん
や
な
、
だ
か
ら
信
仰
は
素
晴
ら
し
い
ん
や
、
信
仰

し
て
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
に
も
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
神
様
に
よ
っ
て
こ
の
お
ぢ
ば
に
お
引
き

寄
せ
い
た
だ
き
、
お
互
い
が
共
に
助
け
合
い
、
刺
激

し
合
い
な
が
ら
良
い
一
週
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
な
ぎ
塾
　
大
学
生
　
男
）

　
自
分
の
感
情
を
素
直
に
出
す
こ
と
、
お
道
に
対
し

て
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
う
こ
と
、
人
と
一
週
間
一
緒

に
生
活
す
る
こ
と
で
こ
ん
な
に
仲
を
深
め
ら
れ
る
の

は
、
教
祖
の
大
き
な
親
心
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
「
こ

の
教
え
は
本
当
に
間
違
い
な
い
、
生
涯
信
仰
を
続
け

て
い
き
た
い
」
そ
う
確
信
で
き
ま
し
た
。
自
分
自
身

が
た
す
け
て
も
ら
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
，
神
様
の
ご
用
を
通
し
て
恩
返
し
し
た
い
と
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
な
ぎ
塾
　
大
学
生
　
女
）

　
親
神
様
の
こ
と
や
、
天
理
教
の
こ
と
を
何
も
知
ら

な
い
ま
ま
、
こ
の
学
修
に
き
ま
し
た
。
で
も
、
少
し

で
す
が
、
天
理
教
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
気

が
し
ま
す
。
ま
た
、
私
の
中
で
は
、
最
高
の
仲
間
に

出
会
え
た
こ
と
、
そ
れ
が
本
当
に
得
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
感
謝
の
心
や
笑
顔
、
陽
気
ぐ
ら
し
の
目
標
、

本
当
に
全
て
が
勉
強
に
な
り
、
今
ま
で
の
私
と
一
つ

違
う
自
分
に
な
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
ふ
き
塾
　
短
大
生
　
女
）

　
普
段
か
ら
天
理
教
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
学
修
で
天
理
教
の
事
を
考
え
る
時

間
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
、
自
分
な
り
に
信
仰
で

き
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
さ
ん
、
塾
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
、

講
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
班
で
の
活
動
や
日
々
の

生
活
を
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
の
こ
と
か
ら
天
理

教
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
班
員
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
ふ
き
塾
　
大
学
生
　
女
）

　
大
阪
へ
に
を
い
が
け
に
行
か
せ
て
も
ら
い
、
布
教

す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
喜
び
を
み
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
路
傍
講
演
は
、
と
て
も
良

い
経
験
と
な
り
、
今
回
の
に
を
い
が
け
を
通
し
て
得

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
は
、
と
て
も
大
き
い
で
す
。

一
言
で
表
す
な
ら
、
「
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
！
」
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
こ
と
塾
　
大
学
生
　
男
）

　
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
、
一
人
の
時
間
が
増
え
、

他
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
機
会
が
極
端
に
減
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
久
々
に
暖
か
い
空
間
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
と
食
べ
る
ご
飯
も
い

つ
も
よ
り
美
味
し
い
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
天
理
教
に
関
わ
る
人
に
も
色
々
な
人
が
い
る

ん
だ
な
と
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら
自
分
自
身
の
進
む
道
、

分
野
で
の
お
道
の
あ
り
方
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
さ
み
塾
　
大
学
生
　
女
）

、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
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立教180年 学生生徒修養会 大学の部 直属別データ

※受講生データはＰ5に掲載しています。

６

学生担当者報
立教１８０年３月２５日

※受講生のいない直属分教会は掲載しておりません。

７

番号 直属 男 女 合計
0 本部 4 5 9
1 郡山 4 3 7
2 兵神 12 3 15
3 山名 6 5 11
4 船場 2 5 7
5 河原町 5 4 9
6 撫養 1 2 3
7 東 0 1 1
8 敷島 12 8 20
9 日本橋 0 3 3
10 髙安 6 3 9
11 南海 3 0 3
12 芦津 7 1 8
13 髙知 5 6 11
14 北 4 1 5
15 湖東 1 1 2
16 甲賀 4 2 6
17 水口 0 0 0
18 中河 11 9 20
19 名京 1 1 2
20 中和 2 1 3
21 櫻井 3 3 6
22 筑紫 0 0 0
23 越乃國 6 1 7
24 名東 1 3 4
25 麹町 0 0 0
26 日光 1 0 1
27 飾東 1 3 4
28 東本 6 9 15
29 嶽東 1 3 4
30  島ヶ原 0 0 0
31 堺 0 1 1
32 御津 2 2 4
33 城法 6 3 9
34 生野 1 0 1
35 東愛 5 2 7
36 本島 3 3 6
37 牛込 2 0 2
38 深川 1 1 2
39 淺草 0 1 1
40 西陣 1 0 1
41 大縣 2 0 2
42 社 0 1 1
43 神川 1 2 3

番号 直属 男 女 合計
44 笠岡 2 4 6
45 西宮 1 1 2
46 明和 1 1 2
47 明城 0 2 2
48 大江 2 5 7
49 旭日 1 2 3
50 池田 3 0 3
51 阪東 1 0 1
52 蒲生 1 1 2
53 日野 1 0 1
54 朝倉 2 2 4
55 佐野原 1 2 3
56 髙岡 0 0 0
57 愛知 0 0 0
58 梅谷 0 3 3
59 平安 2 0 2
60 豊岡 3 2 5
61 治道 2 0 2
62 都賀 0 0 0
63 川之江 1 0 1
64 周東 2 0 2
65 南阿 4 3 7
66 香川 3 0 3
67 中紀 0 1 1
68 津 1 0 1
69 秩父 0 3 3
70 中津 0 0 0
71 岐美 2 2 4
72 熊本 1 0 1
73 那美岐 3 1 4
74 中野 1 0 1
75 秦野 4 0 4
76 立野堀 0 3 3
77 中央 0 1 1
78 南紀 2 0 2
79 北陸 0 2 2
80 東濃 0 1 1
81 岡 3 5 8
82 八木 1 0 1
83 洲本 2 3 5
84 錦江 0 1 1
85 繁藤 1 0 1
86 大森町 1 0 1
87 防府 1 1 2

番号 直属 男 女 合計
132 小南部 3 1 4
133 雨龍 1 0 1
134 愛静 1 0 1
135 紀陽 1 0 1
136 大垣 4 0 4
137 鎭西 1 0 1
138 生駒 2 2 4
139 中背 1 2 3
140 高松 2 0 2
141 五條 3 1 4
142 沼津 0 0 0
143 網干 1 0 1
144 宇仁 0 0 0
145 双名島 1 3 4
146 夕張 0 1 1
147 山陽 2 1 3
148 本荏 0 0 0
149 国名 1 0 1
150 玉島 3 6 9
151 網走 1 0 1
152 松阪 4 1 5
153 越知 2 0 2
154 本理世 6 5 11
155 加古 1 0 1
156 秋津 1 1 2
157 幅下 1 3 4
158 亀岡 1 0 1
159 大原 4 1 5

503 淀 0 1 1
508 琵琶 3 0 3
509 網島 1 0 1
511 上町 1 0 1
514 豊繁 2 0 2
515 名張 0 1 1
519 吉備 1 1 2
527 本明實 1 1 2
539 安東 1 0 1
545 やまとよふき 0 2 2
556 東京 0 1 1
569 神奈川台 1 0 1

 総　計 296 220 516

番号 直属 男 女 合計
88 愛豫 0 0 0
89 津輕 0 0 0
90 阿羽 1 0 1
91 伊野 0 0 0
92 磐城平 1 0 1
93 西海 2 3 5
94 新潟 1 0 1
95 中根 0 1 1
96 肥長 1 0 1
97 名古屋 6 3 9
98 奈良 1 1 2
99 西 0 2 2
100 上之郷 0 1 1
101 益津 0 0 0
102 小牧 0 1 1
103 府内 0 0 0
104 東肥 1 2 3
105 都 1 0 1
106 西成 1 2 3
107 南 2 1 3
108 山陰 4 1 5
109 鹿島 1 0 1
110 此花 3 1 4
111 仙臺 2 0 2
112 東海 2 0 2
113 大鳥 1 0 1
114 古市 0 0 0
115 神崎 1 0 1
116 甲府 1 2 3
117 本保 0 0 0
118 本愛 4 0 4
119 本芝 4 0 4
120 山國 0 0 0
121 京城 0 2 2
122 東神田 3 2 5
123 北洋 0 1 1
124 宇佐 2 1 3
125 岡山 0 1 1
126 泉 0 1 1
127 東中央 0 0 0
128 城山 2 0 2
129 静岡 0 0 0
130 白羽 0 1 1
131 伊那 0 1 1
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天
理
は
み
ん
な
が
素
直
に
な
れ
て
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
陽
気

ぐ
ら
し
と
は
何
な
の
か
、
過
去
の
自
分
と
向
き
合
っ

て
、
見
失
い
か
け
て
い
た
こ
と
も
深
く
考
え
ら
れ
、

将
来
に
つ
な
が
る
い
い
機
会
で
し
た
。

（
女
子
受
講
生
）

 

い
ま
ま
で
の
学
修
と
違
っ
て
「
よ
う
ぼ
く
」
が
多

く
、
教
理
を
学
ぶ
に
も
一
段
と
深
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
教
区
に
持
ち
帰
り
、
学
生
会
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
活
動
に
も
つ
な
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
男
子
受
講
生
）

　
ま
ず
は
感
謝
す
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
、
そ
し
て

恩
返
し
を
す
る
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
天
理

高
校
生
だ
っ
た
の
で
初
め
て
の
学
修
で
し
た
が
、
色
々

な
同
級
生
か
ら
様
々
な
考
え
方
を
き
か
せ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
　
（
女
子
受
講
生
）

　
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
の
考
え
方
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
事
を
こ
の
学
修
で
学
び
ま
し
た
。
プ
ラ
ス

に
考
え
れ
ば
喜
び
上
手
に
な
る
の
で
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。
　
（
女
子
受
講
生
）

　
寮
生
な
の
で
参
加
出
来
ず
「Happist

」
で
読
む

だ
け
だ
っ
た
学
修
。

　
三
日
間
と
い
う
短
い
間
で
し
た
が
、
大
き
く
印
象

が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
は
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
さ
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
人
見
知
り
な
私
で
も
発

言
で
き
る
空
気
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
優
し
い
雰
囲
気
の
中
の
本
当
に
楽
し

い
学
修
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
受
講
生
）

　
ラ
ン
タ
ン
ト
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
信
仰
に

つ
い
て
深
め
ら
れ
た
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
周
り
の
人
の
尊
さ
と
神
様

の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。
　
　
　
（
女
子
受
講
生
）

　
同
年
代
と
深
く
お
道
の
話
を
し
た
り
、
色
々
な
先

生
方
か
ら
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
自
分

自
身
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
有
意

義
な
三
日
間
で
し
た
。
　
　
　
　
（
女
子
受
講
生
）

受
講
生
感
想
文

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス

８

立教180年 学生生徒修養会 高校卒業生コース 受講生データ

修了者数 ３４８名 男子　１４６名（４２％）
女子　２０２名（５８％）

天理高校Ⅰ部 68
天理高校Ⅱ部 17
教校学園高校 66
 その他高校 197

ようぼく 187
 運び中 130
 その他 31

教会長（後継者） 182
布教所長（後継者） 27
ようぼく・教人 106

信者 14
 その他 17

●在学校 ●本人立場 ●保護者の立場

立
教
百
八
十
年
　
学
生
生
徒
修
養
会

         

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
　
開
催
報
告

　
「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
が
、

三
月
十
日
か
ら
十
二
日
、
お
ぢ
ば
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
今
年
で
三
回
目
と
な
る
本
コ
ー
ス
は
、
高
校

卒
業
生
が
進
学
や
就
職
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進

む
大
切
な
時
期
に
、
親
神
様
の
御
教
え
、
教
祖
の
ひ

な
が
た
を
学
び
、
親
神
様
、
教
祖
は
も
と
よ
り
、
親

や
こ
れ
ま
で
自
分
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
確
か
め
合
い
、
同
世
代
の
道
の
仲

間
と
の
つ
な
が
り
も
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
企
画
さ
れ

た
コ
ー
ス
で
あ
る
。
卒
業
後
、
彼
等
彼
女
等
が
ど
の

よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、
お
ぢ
ば
、
教
会
に
つ
な

が
り
、
教
え
を
拠
り
所
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
受
講
生
三
百
四
十
八
名
と
と
も
に
ス

タ
ッ
フ
百
六
十
名
が
密
度
の
濃
い
三
日
間
を
過
ご
し

た
。
昨
年
は
三
塾
体
制
で
あ
っ
た
が
、
本
年
は
募
集

定
員
を
増
や
し
、
四
塾
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　
初
日
、
受
講
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
で
受
付
を
済
ま

せ
た
後
、
一
同
に
会
し
て
開
講
式
を
行
っ
た
。
午
後

か
ら
は
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
を
通
し
て
、
普
段
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
有
り
難
い
こ

と
な
の
か
、
お
互
い
に
気
付
き
、
そ
の
上
で
、
親
神

様
の
ご
守
護
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
副
塾
長
よ
り
講
話

を
聴
い
た
。

　
二
日
目
は
、
本
愛
大
教
会
長
夫
人
安
藤
く
み
子
先

生
よ
り
「
教
祖
を
慕
う
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た
だ

き
、
教
祖
の
御
心
を
学
ば
せ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

今
も
御
存
命
で
お
働
き
く
だ
さ
れ
て
い
る
教
祖
を
お

慕
い
し
、
日
々
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
を
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
講
話
ふ
り
か
え
り
の
時
間
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
が
教
祖
に
対
す
る
思
い
を
語
り
合

う
こ
と
で
、
よ
り
一
層
教
祖
を
身
近
に
感
じ
、
更
に

教
祖
が
お
喜
び
く
だ
さ
る
自
ら
の
実
践
を
発
表
し
合

っ
た
。
午
後
か
ら
の
塾
別
行
事
、
全
体
行
事
で
は
、

お
楽
し
み
要
素
を
盛
り
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、

大
変
和
や
か
な
雰
囲
気
で
班
員
以
外
の
大
勢
の
仲
間

と
親
睦
を
深
め
た
。
班
タ
イ
ム
と
称
し
た
、
班
独
自

の
時
間
で
は
、
天
理
市
内
で
に
を
い
が
け
を
行
う
班
、

神
殿
の
ト
イ
レ
掃
除
を
す
る
班
、
お
互
い
の
思
い
を

更
に
深
め
合
う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
う
班
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
班
の
状
況
に
応
じ
て
有
意
義
に
過
ご
し
た
。

夜
に
は
電
池
式
ラ
ン
タ
ン
を
囲
み
、
淡
い
光
の
中
で
、

自
分
の
信
仰
と
夢
を
語
る
班
内
感
話
を
行
っ
た
。
親

や
教
会
長
さ
ん
な
ど
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
方
々

に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
言
葉
を
思
い
起
こ
し
、

今
の
自
分
の
正
直
な
気
持
ち
を
語
り
、
班
員
の
話
を

皆
が
真
剣
に
聞
き
入
っ
た
。
二
日
日
間
を
共
に
過
ご

す
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
自
分
の
話
が
で
き
な

か
っ
た
者
も
語
り
出
し
、
自
ら
の
思
い
を
涙
な
が
ら

に
話
す
者
な
ど
、
よ
り
一
層
お
互
い
を
尊
重
し
合
う

貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
最
終
日
に
は
、
塾
長
よ
り
「
明
日
の
君
た
ち
へ
」

と
題
し
た
講
話
を
聴
い
た
後
、
講
話
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
こ
の
三
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
再
確
認
し

た
。
そ
し
て
こ
の
御
教
え
を
基
に
、
こ
の
先
自
ら
が

ど
う
歩
ん
で
行
く
の
か
決
意
し
た
こ
と
を
シ
ー
ト
に

書
き
記
し
、
封
筒
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
。
こ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
頃
、
開
封
し

た
シ
ー
ト
を
読
み
返
す
こ
と
で
、
お
ぢ
ば
で
学
ん
だ

こ
と
や
気
付
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
も
ら
う
た

め
の
自
分
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
。
閉
講
式
に
お
い
て

表
統
領 

中
田
善
亮
先
生
か
ら
修
了
証
を
頂
戴
し
、

そ
の
後
、
「
こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
お
道
を

歩
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
、
「
親

神
様
か
ら
い
た
だ
く
御
恩
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
恩
に
報
い
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
た
ち
の
役
割
を
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
成
人
の
道
は
進
ん
で
い

く
」
と
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
。

　
二
泊
三
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
高
校
卒
業
生
は

皆
、
積
極
的
な
姿
勢
で
受
講
し
、
今
年
も
無
事
に
本

コ
ー
ス
が
開
催
で
き
た
。

、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、

、

、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
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立教180年 学生生徒修養会 高校卒業生コース 直属別データ
※受講生データはＰ9に掲載しています。

１０

学生担当者報
立教１８０年３月２５日

※受講生のいない直属分教会は掲載しておりません。

１１

番号 直属 男 女 合計
0 本部 0 2 2
1 郡山 2 5 7
2 兵神 1 7 8
3 山名 0 2 2
4 船場 2 1 3
5 河原町 4 5 9
6 撫養 0 0 0
7 東 0 0 0
8 敷島 2 5 7
9 日本橋 3 0 3
10 髙安 2 10 12
11 南海 0 1 1
12 芦津 1 0 1
13 髙知 3 1 4
14 北 4 1 5
15 湖東 0 0 0
16 甲賀 1 4 5
17 水口 0 2 2
18 中河 3 5 8
19 名京 1 1 2
20 中和 1 0 1
21 櫻井 3 3 6
22 筑紫 1 1 2
23 越乃國 0 1 1
24 名東 1 0 1
25 麹町 0 0 0
26 日光 1 0 1
27 飾東 4 3 7
28 東本 1 3 4
29 嶽東 6 2 8
30  島ヶ原 2 2 4
31 堺 1 0 1
32 御津 0 0 0
33 城法 2 3 5
34 生野 1 0 1
35 東愛 3 2 5
36 本島 5 3 8
37 牛込 1 2 3
38 深川 0 1 1
39 淺草 1 0 1
40 西陣 2 4 6
41 大縣 2 1 3
42 社 1 1 2
43 神川 1 0 1

番号 直属 男 女 合計
44 笠岡 2 4 6
45 西宮 2 3 5
46 明和 0 0 0
47 明城 2 0 2
48 大江 1 2 3
49 旭日 0 2 2
50 池田 3 3 6
51 阪東 0 0 0
52 蒲生 1 1 2
53 日野 0 1 1
54 朝倉 1 1 2
55 佐野原 2 0 2
56 髙岡 0 1 1
57 愛知 0 5 5
58 梅谷 1 1 2
59 平安 0 0 0
60 豊岡 1 7 8
61 治道 0 2 2
62 都賀 0 0 0
63 川之江 0 1 1
64 周東 1 0 1
65 南阿 0 2 2
66 香川 2 3 5
67 中紀 0 0 0
68 津 0 0 0
69 秩父 0 0 0
70 中津 3 0 3
71 岐美 2 1 3
72 熊本 0 0 0
73 那美岐 0 0 0
74 中野 2 1 3
75 秦野 0 0 0
76 立野堀 0 0 0
77 中央 0 0 0
78 南紀 0 0 0
79 北陸 2 1 3
80 東濃 0 1 1
81 岡 0 2 2
82 八木 0 0 0
83 洲本 1 3 4
84 錦江 0 0 0
85 繁藤 0 2 2
86 大森町 0 0 0
87 防府 2 0 2

番号 直属 男 女 合計
132 小南部 2 3 5
133 雨龍 0 0 0
134 愛静 0 1 1
135 紀陽 1 1 2
136 大垣 2 0 2
137 鎭西 0 0 0
138 生駒 0 1 1
139 中背 1 1 2
140 高松 0 6 6
141 五條 0 1 1
142 沼津 0 0 0
143 網干 0 0 0
144 宇仁 1 0 1
145 双名島 4 0 4
146 夕張 0 0 0
147 山陽 0 0 0
148 本荏 0 2 2
149 国名 0 0 0
150 玉島 2 0 2
151 網走 0 0 0
152 松阪 1 3 4
153 越知 0 1 1
154 本理世 0 0 0
155 加古 0 0 0
156 秋津 0 0 0
157 幅下 2 0 2
158 亀岡 0 0 0
159 大原 0 1 1

502 尾道 1 0 1
503 淀 2 1 3
506 細川 0 1 1
508 琵琶 1 2 3
510 鐸姫 0 1 1
514 豊繁 2 0 2
515 名張 1 2 3
518 浪華 0 1 1
545 やまとよふき 0 1 1
553 大阪 0 1 1
554 青森縣 1 0 1

 総　計 146 202 348

番号 直属 男 女 合計
88 愛豫 0 0 0
89 津輕 3 1 4
90 阿羽 0 0 0
91 伊野 0 0 0
92 磐城平 0 0 0
93 西海 4 3 7
94 新潟 0 0 0
95 中根 0 0 0
96 肥長 0 0 0
97 名古屋 1 0 1
98 奈良 0 0 0
99 西 0 0 0
100 上之郷 1 1 2
101 益津 0 0 0
102 小牧 0 3 3
103 府内 0 1 1
104 東肥 0 2 2
105 都 0 0 0
106 西成 1 0 1
107 南 0 3 3
108 山陰 1 1 2
109 鹿島 1 0 1
110 此花 1 5 6
111 仙臺 1 2 3
112 東海 0 0 0
113 大鳥 0 1 1
114 古市 0 0 0
115 神崎 0 2 2
116 甲府 0 2 2
117 本保 1 0 1
118 本愛 0 1 1
119 本芝 1 4 5
120 山國 1 0 1
121 京城 1 2 3
122 東神田 1 0 1
123 北洋 0 0 0
124 宇佐 0 0 0
125 岡山 2 1 3
126 泉 1 1 2
127 東中央 0 0 0
128 城山 0 1 1
129 静岡 0 0 0
130 白羽 0 0 0
131 伊那 0 0 0
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１３ １２

Ｈａｐｐｉｓｔ　個人購読のご案内
　学生層のための月刊誌〈Happist〉は、お道の教えを正確に伝え、教理を求める手掛か
りとなるだけでなく、学生会活動・各行事の情報や毎月の景品も充実。
　学生生活をより充実させる為に〈Happist〉を購読してみませんか。

　学生担当委員会から学生本人の下宿先などへ、直接〈Happist〉を発送するものです。
簡単な手続きで申し込みができる〈Happist〉個人購読がオススメ！

販売期間：　購読開始月から同年度3月号まで。
　　　　　　(年度ごとに更新の手続きが必要になります。2月号発送時に｢更新手続き用紙」を同封いたします)
　
申込方法：　申込用紙に必要事項を記入し、学生担当委員会事務局に直接、又は郵送、
            ＦＡＸにてお申し込みください。料金のお支払い確認後、発送致します。

支払方法：　下記の購読料金を参照の上、学生担当委員会事務局に直接お支払いいただ
            くか、事務局よりお渡しします振込用紙での郵便振込となります。

　　　　　　　  ▼ひと月 １冊(１００円)＋送料８０円＝１８０円

 ※上記は購読開始月から3月号までの料金です。
 ※同一お届け先に3冊までまとめて発送できます。(3冊以上は個人購読係までお問い合わせください)

個人購読とは？

購読料金

要項

４月号～

2,160円 1,980円 1,800円 1,620円 1,440円 1,260円 1,080円 900円 720円 540円

５月号～ ６月号～ ７月号～ ８月号～ ９月号～ 10月号～ 11月号～ 12月号～ １月号～

 

青
　
空

　
十
五
歳
の
春
、
私
は
お
ぢ
ば
へ
お
引
き
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
で
九
年
目
を
迎
え
、
改
め
て
振
り
返

る
と
、
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
、
勉
強
、
お
仕
込
み

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
で
の
ひ
の
き
し
ん
は
、
主

に
行
事
な
ど
で
使
用
す
る
物
品
の
管
理
者
と
し
て
の
ご

用
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
前
準
備
の

時
、
前
任
の
先
輩
か
ら
「
こ
こ
は
学
生
に
は
直
接
喜
ん

で
も
ら
え
る
係
で
は
な
い
け
ど
、
学
生
を
一
生
懸
命
丹

精
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
を
勇
ま
せ
る
係
や
ね
ん
で
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
物
品
一
つ
準
備
す
る

の
も
使
う
人
が
手
に
し
た
時
、
す
ぐ
に
使
い
や
す
い
よ

う
に
、
ま
た
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、

少
し
心
を
配
る
だ
け
で
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。
裏
方
と
し
て
の
鉄
則
を
学
ば
さ
せ
て
頂
い

た
と
同
時
に
、
裏
方
の
大
事
さ
も
わ
か
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
五
月
か
ら
教
会
に
戻
り
ま
す
が
、
表
で
丹
精
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
教
区
の
先
生
、
教
会
長
様
が
気
持
ち
よ

く
丹
精
で
き
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
少
し

で
も
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
生
徒
修
養
会
部
局
員
　
三
浦
大
明

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

4月22日13時～23日15時 教務支庁 村田香川

「まなびば」開催会場一覧　《４月開催分》

直属担当者懇談会のご案内

　日々は、学生層育成の上に変わらぬご丹精をいただき、誠にありがとうございます。
　さて、来る5月例会に先立ち、「直属担当者懇談会」を下記の通り開催します。教務ご多
忙の折とは存じますが、是非ともご参加くださいますようお願い申し上げます。

記
　　期　日　：　5月25日（木）
　　時　間　：　13時～15時45分（12時30分より受付）　※16時より例会
　　会　場　：　第38母屋
　　対　象　：　直属学生担当委員長、他1名（各直属、計2名）
　　　　　　　　　※委員長欠席の場合は、代理可
　　内　容　：　ねりあい等
　　申　込　：　参加申込票を4月25日（火）までにご提出ください
　　　　　　　　　※FAX可（0743-62-5780）

、
、
、

、
、
、
、
、



１４

立教１８０年３月２５日

第５４期天理教学生会委員総会開催要項

        この度、道につながる学生が全国の仲間とのつながりを感じ、次代を担うようぼく

　　 の姿に近づくために、委員総会を開催させていただきます。活動方針の議決、講話、

   　練り合いなどの時間を通して、道の学生の一手一つを目指します。何卒貴教区・直属

　　 の学生リーダーにお声がけいただきますよう、よろしくお願いします。

趣    旨    教区・直属学生リーダーがおぢばに帰り集い、それぞれの活動について話し合う。

            その中で、共に学生活動をしていく仲間の存在を感じ、今回の委員総会で決定する

            活動方針に心をそろえて一手一つにスタートしていく場とする。また、次代を担う 

            ようぼくの姿に近づけるよう、さらに成人の道を歩ませていただくことを決意する。

日    程　　5月3日（水）10時集合／5月5日（金）16時解散（予定）

参加対象　　各教区・直属学生会委員長及び学生リーダー

　　　　　 （高校生、大学生、短期大学生、専門学校生、大学院生等）

参加定員　　140名　（各教区・直属3名まで）

            尚、定員になり次第締め切りますので、予めご了承ください。

            ※学生会が結成されていない直属も是非ご参加ください。

参 加 費  1,500円　※当日にお持ちください。 
宿     舎　 本部第2母屋

持 ち 物 　参加費、保険証、筆記用具、ハッピ、傘、宿泊に必要なもの

内     容   第54期天理教学生会活動方針の議決、　　　　　　　　　　　　　　　　

            学生活動について、講話、練り合い、レクリエーション　等

　※全日程の参加を原則としますが、やむを得ず遅刻、早退、中抜けする場合は、必ず事前に

    ご相談ください。

　※申込書をFAXで提出される場合は、FAX送信後に学生担当委員会事務局までご連絡ください。

　※申込書をFAXで提出される場合は、学生担当委員長の印鑑を押した原本を当日お持ちください。

学生担当者報
立教１８０年３月２５日

１５

広報・啓蒙物品一覧
学生担当委員会では様々な広報・啓蒙物品を製作しております。

学生層育成の一助にぜひともご活用ください。

書籍 パンフレット

ＤＶＤ

グッズ

「Happist」や､「信心事始」､「ハートフ

ルすけっち」などの書籍を販売しています。

ＨＡＲＰ
-確かな理解とその使い方-信心事始

300円

ハートフルすけっちHappist

100円

500円

150円

学生担当委員会では「Happistタオル」

や「教祖130年祭 学生おぢばがえり大会」

のイメージソング「希望の花」のＣＤな

どのグッズを販売しています。

Happistタオル

 ブラック・ブルー

イエロー・グリーン

「希望の花」CD

100円

300円

100円

［

［
「学生生徒修養会」や「春の学生おぢばがえり」

をはじめ、高校生の集い「まなびば」､「おせち

学生ひのきしん隊」などのチラシや募集要項な

どの販売・配布を行っています。

「春の学生おぢばがえり」､「高校生の集

い「まなびば」」､「学生生徒修養会 高

校の部」､「学生生徒修養会 大学の部」

を収録した行事紹介DVDを販売しています。

500円

行事紹介DVD

  学生生徒修養会
高校の部・大学の部

春の学生おぢばがえり 

おせち学生ひのきしん隊

TSA
PERFECT
GUIDE

 高校生の集い
 「まなびば」

1部5円

1部5円

1部5円

無料

無料


